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１．題材について 

 小浜市は日本海に面しており，海は地域にとって大

変身近で大切な存在である。しかし近年は環境の変化，

海岸線の開発などにより，海辺の環境はどんどん変わ

りつつある。そこで小浜市では地元の水産高校や大学，

そして一般の方が協力し，海の環境を回復していく海

草として注目されている「アマモ」を育てる「アマモ

マーメイドプロジェクト」が進められている。そのた

めこの地域ではプロジェクトの出前授業などにより，

「アマモ」の認知度は他地域に比べて高く，栽培経験

のある生徒も多く見られる。そのような地域の状況を

ふまえ，「アマモ」を題材とし，その育成を通して生物

育成の学習を進めていくこととした。 
 本題材を通して，以下の様な生徒を育んでいきたい

と考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「生物育成に関する技術が，社会や環境に果たして

いる役割」の中の「環境」にスポットを当て，テーマ

『「ゆたかな海」を守るために自分たちでできること』

を基に，以下の手順で「アマモの育成」を行った。 
 
 
 
 
 
２．地域との結びつき 

 高校や大学，地域の

人々との連携を通して，

アマモの栽培方法を学ぶ

とともに，環境問題と技

術の関わりについて考え

させた。 
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アマモを育て，ゆたかな海を守ろう 
～生物育成に関する技術～ 

これまで「Ａ（６）作物の栽培」を履修していなかった地域において，隣接する水産高校や県立大学

そして地域の団体の方々などの地域の教育力を生かし，「アマモの栽培」を題材として取り組んできた。

アマモは，これまでの「Ａ（６）作物の栽培」で多く栽培されてきた直接食に結び付く生物でも，

観賞するための生物でもない。しかし「ゆたかな海」を守っていくために環境を変えていく海草とし

て，最近非常に注目されている生物である。この題材を通し，生物育成に関する技術が環境に与える

影響について考えさせ，これらの技術を適切に評価し，活用する能力と態度を身に付けることを目標

として実践を進めてきた。 

＜めざす生徒像＞ 
①生物の育成過程を観察し比較することで更によりよい育成方

法を見つけ，見通しを持って，生物を育成し管理できる生徒 
②生物育成に関する技術が社会や環境に果たす役割や影響を

理解し，それらを適切に評価し，活用できる生徒 
③生物育成に関する技術にかかわる倫理観を持ち，新しい発想

を生み出し活用することの価値に気付く生徒 

アマモ(提供 西野 ひかる氏) 

・アマモの育成計画を立てる。 
・アマモの育成環境を考え，管理する。 
・アマモの育成過程を観察し，条件による差を比較する。 
・アマモの育成に関する最新の技術を知り，その技術を活用し

ていく。 

＜小浜水産高校生徒・教師による

ゲストティーチャー＞ 

＜県立大学生による授業 

（鉄コーティング実習）＞ 

＜市民団体「アマモサポ

ータズ」によるゲストテ

ィーチャー＞ 
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 授業には次にあげる目的を持ってゲストティーチャ

ーに入っていただいた。 
・最新のアマモの育成技術を学ぶこと 
・地域の環境回復の取り組みを知り，より身近に感じ

ること 
・自分たちの先輩となる高校生から指導してもらう 

ことで，先輩の活躍を知り，高校の理解に結び付 

けること 
３．問題解決的な学習の展開 

 「アマモの育成」の中に課題を設定していくことに

より，その解決に向けて生徒・教師が一体となった学

習展開を考えてきた。課題を解決するために，既習の

知識・技術を生かし，また自分で調べた内容を生かし

て，工夫し創造させた。 
 課題例：海へ移植するために，どう育てれば定着      

しやすいのか 
      例：○大きく育てる 
        ○根を大きく張らせる 
        ○太く，濃い緑色に育てる 
 
 

 
 
 
 
 

＜工夫された育成キット＞ 

 それぞれの班で育成目標を設定し，その目標達成の

ために工夫して育成キットを作成し，考えた育成環境

に合わせてキットを置く場所も工夫した。 
 また各班の工夫した育成方法や育成記録はデータベ

ース化し，次年度の育成計画を立てる際の参考にして

いきたいと考えている。 
 
 
 
 
 

＜育成したアマモ＞      ＜Webページでの育成記録＞ 
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　　Ｃ　生物育成に�する技術　　　指導計画

題��「アマモを育て，�たかな海を守ろう」（�１2時間）

学習�目 学習活動
時間 

�当

新学習 

指導 

要�

��目� ����・��方法

指導法の工夫 

【理解（知識・技�）】

問題解決学習の�開 

【工夫・��】

��や��の結びつきを 

��した題�の設定 

【意　欲】

��・意欲・�度 �意工夫 技� 知識・理解

 

１．ガイダンス

①アマモの森はなぜ消えた？ ■日本の沿岸では，あまり魚が捕れなくなった？　なぜだろう？

1
Ａ（１） 

アイ
身近な環境問題に目を向け

させ，課題意識を高める。

「きれいな海を守るために」

自分たちができることを考え

させる。

ゲストティーチャー（水産高

校生）から説明をうける。

「きれいな海を守る

」ために，自分たち
ができる取り組み

を意欲的に考える
ことができたか。 

【ワークシート】

「アマモ場」の持つ
意義や，近年の状

況について説明で

きたか。 
【ワークシート】

　　　☆アマモや藻場（アマモ場）について，説明を聞く。

■わたしたちが「きれいな海を守る」ために，技術(生物育成)の学習でできることは？

　　　○学習のねらいを持つ。

 

２．アマモに 
　　ついて 

　　学ぼう

①アマモカレンダーを作ろう ■アマモの生育過程をアマモプロジェクトの取り組みを追いながらまとめよう。

2
Ｃ（１） 

ア

インターネットなどを利用し

て，アマモの生育過程を調

べる。

ゲストティーチャーから，アマ
モマーメイドプロジェクトの取

り組みについて説明を受け
る。

アマモカレンダー
の作成に意欲的に

取り組めたか。 
【観察】

アマモの生育過程
について理解でき

たか。 
【ワークシート】

　　　☆アマモマーメイドプロジェクトの１年間の活動を聞く。

■アマモカレンダーの作成

　　　○インターネットなども利用して，アマモカレンダーを作成する。

②アマモの発芽率を 

　上げるためには

■アマモの発芽条件を知り，たくさん発芽させる方法をまとめよう。

1
Ｃ（１） 

ア

種子の選別作業を通して発

芽しない種が多く存在するこ

とを体験的に理解させる。

作業を通して，発芽率向上

の必要性や問題解決意識を

持たせる。

ゲストティーチャーの指導の

もと，作業を行う。

種子選別作業の意
義を理解して真剣

に取り組めたか。 
【観察】

種子選別作業を正
しい操作手順に従

ってできたか。 
【観察】

発芽条件を知り，
発芽率向上の工夫

の必要性について

理解できたか。 
【ワークシート】

　　　○自然界の種子植物の発芽率について知る。

    　○種を選別する。

　　　○アマモの発芽条件についてまとめる。

■実際の播種の方法を知り，直接播種と苗植えの違いをまとめる。

　　　☆直接播種用に開発した「種子の鉄コーティング」の実習を行う。

④アマモの生育を 
　 助ける環境や 

　 条件について 
　 考えよう

■アマモの育成環境を管理する手だてを考えよう。

1
Ｃ（２） 

ア

実際に利用されている育苗

キットを提示し，長所・短所

に気づかせる。

ゲストティーチャーから，アマ

モ育苗キットの作り方につい

て説明を受ける。

アマモの生育の様

子から定着しやす
い苗の条件につい

て考えることができ
たか。 

【ワークシート】

アマモの生育条件
について，理解で

きたか。 
【ワークシート】

　　　○アマモを取り巻くさまざまな環境要素について考える。（土壌・生物・海水など）

　　　☆アマモ育成普及のために水産高校で取り組んでいるキットを学ぶ。

　　　☆移植後の様子を聞く。

■班で，発育条件，生育管理の方法を考える。

　　　○良い苗の条件を考え，どのような環境を作ればよいか，考える。

　　　　　　【容器の選択・土壌の選択・海水の交換など】　　

 

３．アマモを 

　　育てよう

①育成キットを製作しよう ■よい苗を育てるために，育成環境を管理する方法を考えよう。

2
Ｃ（２） 

ア

普及型のアマモ育苗キットを

基本にし，よりよいキットを工

夫させねらいを明確にする。

自分たちでよく育つと思われ
るキットの育成環境を考え，

条件に最も適するキットを製
作する。 

 

「春の若狭湾に丈夫な苗を
植えよう」という課題を解決

するために，班で協力して取
り組む。【育成テーマ】

ゲストティーチャーの指導の

もと，アマモの育成キットを

製作する。

よりよい苗を育て
るための工夫に、

真剣に取り組めた

か。 
【観察】

よい苗を育てるた

めに，発芽条件を
考えながらキットに

工夫を加えること

ができたか。 
【ワークシート＆キ

ット】

自分たちが考えた

工夫に合わせてキ
ットを作ることがで

きたか。 
【ワークシート＆キ

ット】

アマモを育てるた

めの育成環境の管
理の仕方が理解で

き，育成計画表に

まとめることができ
たか。 

【育成計画表】

　　　○発芽の条件や発芽後の環境を考えて，容器・土壌の選択を行う。

　　　☆高校生からのアドバイスを受ける。

　　　○班ごとにキット作成の意図を説明し，育成計画表を作成する。（意見交換）

■学習のめあてと見通しをもって，アマモの育成キットを製作しよう。

  　　○班ごとに育苗キットを製作し，種を植える。

  　　○種の植え付けの終わった育苗キットを　生育条件を考えた場所に設置する。

②記録をとろう ■アマモの成長を記録にとろう

1
Ｄ（２） 

ア

デジタルカメラなどを使い，

生育過程をデジタルデータと

して残す。

記録を班員と協力
して残そうとしてい

たか。 

【観察】

パソコンやデジタル

カメラを利用し，正確

に記録を残すことが

できたか。 

【ワークシート】

　　　○発芽の様子や時期，海水の交換時期などを，記録する。

　　　○温度や日光の当たりぐらいも観察する。

③育成計画を見直そう ■よりよい生育を目指し，お互いの育成環境を見直そう。

1
Ｃ（２） 

ア

ＬＥＤの利用など，新しい技

術を紹介し，改善への工夫

の動機づけを図る。

アマモの生育状況をふまえ
て，どのような改善ができる

か検討する。改善策に基づ
いて，育成計画を見直す。

アマモをよりよく育
てようと工夫する

姿が見られたか。 
【観察】

アマモ育苗キット

の育成計画を見直
し，改善策を工夫

することができた
か。 

【育成計画表】

ＬＥＤを利用した技
術を、理解できた

か。 
【ワークシート】

　　　○エアーポンプを使用したり，お互いの成長を比較し，意見交換をする。

　　　○海水の交換や栄養分の追加など，考える。　　　

　　　○植え替えなども工夫してみる。

　　　

　　　　　

　　　　　

④記録をとろう ■アマモの成長を記録にとろう

1
Ｄ（２） 

ア

デジタルカメラなどを使い，

生育過程をデジタルデータと

して残す。

記録を班員と協力
して残そうとしてい

たか。 
【観察】

パソコンやデジタル

カメラを利用し，正確

に記録を残すことが

できたか。 

【ワークシート】

　　　○発芽の様子や時期，海水の交換時期などを，記録する。

　　　○温度や日光の当たりぐらいも観察する。

 

４．アマモを 
　　海へ返そう

①海へ移植しよう ■春の若狭湾へ元気なアマモを返そう。

1
Ｃ（２） 

ア

移植の方法を理解し，自分

たちの取り組みの成果を実

感する。

ゲストティーチャーから，移

植の様子をうかがう。

アマモの移植方法
について理解でき

たか。 
【ワークシート】

　　　☆アマモマーメイドプロジェクトを理解し，アマモの移植方法を学ぶ。

　　　☆移植後の様子を聞く。

②学習のまとめ ■アマモの育成を通して，生物と人間との物質循環を知ろう。

1
Ｃ（１） 

イ
将来の自分の生き方に結び

つける。

学習を通して，環境

問題をより身近なこ

ととしてとらえられる

ようになったか。 

【ワークシート】

　　　○この学習を将来につなげていく。

　　　○環境問題を身近にとらえる。

　　★ＬＥＤを使用して，光合成を活発にする方法を知る。
　　　　　　　○ＬＥＤの利点（消費電力など）を理解する。
　　　　　　　○エネルギー変換についても関心を持たせる。
　　　　　　　○制御の導入として，関心を持たせる。

Ｂ(1)
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